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附子中毒 33症例の検討
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Abstract

　　Aconiti　Tuber　is　one　of　the　essential 　herbal　medicines 　which 　possess　anti−inflammatory ，　analgesic ，

and 　cardiotonic 　effects ．　During　a　3−year　period　from　1995　to　l998，　we 　treated　33　patients　with 　aconiti

poisoning．　Our　patients
’
symptoms 　included　paresthesia　in　the　mouth 　and 　tongue，　palpitation，　discomfort

of 　chest 　and 　epigastric 　region ，　dizziness，　hypertension　and 　vomiting ，　etc，

　　Two 　cases 　showed 　aconiti 　poisonlng　after　only 　the　change 　of　a　prescription，　although 　the　amount

of　Aconiti　Tuber 　was 　not 　changed ．　Climatic　change
，
　boiling　time

，
　 and 　teapot　were 　other 　reasons 　for

aconiti 　poisoning．　All　clinicians　should 　consider 　such 　factors　that　include　a　predisposition　to　polsoning
and 　the　need 　for　strict 　survemance 　of　herbal　practices．

Key　words 　Aconitlne　poisoning，　paresthesia　of 　the　mouth 　and 　tongue．

緒 言

　附 子 （烏頭，白河 附 子 ， 炮附子 ）は，除痛，保 温，強

心．強 壮 を 目的に 用 い られ る重要 な生薬 で あるが ，薬用

量 と中毒量が 近 い ため その 使用に は 十分な注意が 必要で

あ る。今回，附子 中毒 の 臨床像 に つ い て 検討 した の で 報

告する 。 本報告 で用 い た 附子の 詳細は本文 の 末尾 に 付記

した。

1．症例提示

【症例 1】65 歳，女性

【主訴1 多関節痛

【既往歴】重症筋無力症 で 胸腺摘出 （55歳）

【家族歴】兄弟 3 人が 慢 性 関節リウマ チ

【現病歴】慢性関節 リウ マ チ で 1993年 3 月 当科 初 診。鳥

頭湯 （鳥頭 7，0g）に よ り，魔法瓶な どは持て る ように な

り，免疫抑制斉ljを中止する こ とが で きた 。 1995年 5 月 25

日，帰耆建中湯加附子 （烏頭 5．5g）に 転方した。6月 7

H ，口 唇を中心 とする全身の しび れ，悪心，嘔吐，全身

倦怠感を自覚 した が放置 し翌 日来院した。

【和漢診療学的所見】

　自覚症状 ：身体が だ る く疲れやす い 。朝 は か らだ が こ

わ ば り動きづ ら い
。 体が 重い

。 冷 えが 強い 。

　他覚症状 ：脈候 ；虚実中間。舌候 ；暗紫色で 中等度 の

黄苔で 覆わ れ て い る。腹候 ；やや軟弱で 臍傍圧痛 と小腹

不仁を認 め る 。

【経 過】当院 で は 煎 じ薬 を処方す る と きは専 門の 薬剤師

が 30分以上か け て服薬指導 して い る。特 に，附子を処方

する と きは ， 1） トリカ ブ トが 入 っ て い る こ と， 2）な

ぜ ， トリ カブ トを処方 した か ，3） トリカ ブ トの 薬理 作

用 の 3点を理解 して い た だ い て い る。

　 本症例 は 烏頭を用 い て い た の で，6  分 煎 じ る こ と を指

’
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Fig．1　Clinical　course

示 して い た。しか し，6 月 7 日は 煎 じ初め て 30分 経 過 し

た とこ ろ で，遊 び に 来た 孫に 「
くさ い 」 と い わ れ，煎 じ

る の を中止 した。11時 30分 に 帰耆建 中湯 加 附 子 を服 用

し，11時 55分頃 口 唇周囲の しび れ を自覚した が そ の ま

ま 12時に 昼 食を摂 っ た。17時に 再度内服。17時 30分，

前胸部か ら心 窩 部 に か け
「
もや もや した 感 じ」 が して 嘔

吐 した 。 その 後全身倦怠感が 出現 し， 体中が 熱 くな り ，

眼 が かすみ め ま い が した。しびれ は 口 唇周囲 に始 まり全

身に 拡 が っ た。悪心 ・嘔 吐 は 20 時が ピ
ー

クで 21 時 3  分

まで持続し， し びれ ・全 身倦怠感は 22 時をピ
ー

クに 就寝

まで持続 した が，翌朝起床時 に は 消失 して い た。（Fig．

1）u

【症例 2】41 歳，女性

【主訴1腰痛，右下肢痛，右下肢知覚低下

【既往歴】特記すべ きこ と無 し

【家族歴】特記すべ きこ と無 し

【現病歴】1991年右臀 部の 痛み
・しび れ を主訴 に他院 を受

診 し，腰部 ヘ ル ニ アの 診 断 で 手 術 を受 け た。術 後 しび れ

は 改善 した が，痛み は 改善せ ず，杖 が な い と歩行 で きな

くな 「，，1992年 10月 8 ［1当科受 診。

【和漢 診療 学 的 所 見】

　自覚症 状 ：身体が だ る く重い 。肩こ り， 頭痛が あ る。

腰 が 痛 く歩けない 。憂鬱 で あ る。腓返 りが す る。

　他覚症状 ：脈候 ；や や 浮，弱。舌候 ；正 常紅 で瘍点を

認 め る 。 厚い 白苔 で覆わ れ て い る。腹候 ；やや軟弱。臍

上悸，臍 傍圧痛 を認め る。

【経 過】当科受 診 後，杖 が 無 くて も歩行が 可能 に な っ た。

1997年 7 月 2 日 まで は，茯苓四逆湯 （鳥頭 6g ）を土 瓶 で

煎じて い た。同 日 より厥冷 の 改善 と服薬回数を増やすた

め ， 赤丸料 （烏頭 3g ）食前内服 と茯苓四逆 湯 （烏頭 3g）

食後内服 に変更 した。2種類の 煎 じ薬を煎 じる の が 大変

なた め，赤丸料 は 市販 の 煎 じ器 で 煎じて い た と こ ろ 7月

ユ0 日
，
11 日 舌の しび れ を自覚 し た。2種 と も土瓶 で 煎 じ

る よう指導 して か らは，しびれるこ とは なくな っ た 。

【症例 3】78 歳，女性

【主　訴】多関節痛，両上肢 の しび れ

【既往歴】胆嚢炎 で 入院 （47 歳，53歳）

【家族歴 】特記すべ き こ と無 し

【現病歴】昭和 39年発症 の 慢性関節リ ウマ チ 。 平成 3 年

よ りプ レ ドニ ン 5mg 連 日 内服 が 必要 に な り，2．5　mg に

減 量 す る と関 節 痛が 強 くな り 日常生活に 支障 を来す。平

成 7年よ り微熱が 続 き関節痛 も増悪 した ため 和漢薬治療

を希望 し当科 を受診 した。

【和 漢 診療 学 的 所 見】

　白覚症状 ：身体 が だ る く疲れ や す い 。肩 こ り， 頭痛が

あ る。口 が 渇 く。冷えの ぼせ が ある。

　他覚症状 ：脈 候 ；沈，遅 ，弦 で渋 る。舌候 ；正 常紅 で

腫大。薄 い 黄苔で 覆 わ れ て い る。腹候 ；やや充実。心下

痞鞭， 胸脇苦満，腹直筋攣急，臍傍圧 痛を認め る。

【経過】本例 は 大防風湯 の 著効例 で ，微熱 は 内服 2週

間で 消失 し，検査所見は 来院時 Hb ：8．8　g／dL　ESR ：8｛｝

mm ／h，　CRP ：8，9　mg ／dlで あ っ た が Hb ：13，2　g／dL　ESR ：

16mm ／h，　CRP ：3．2　mg ／dl （CRP は一年程陰転化して い

た）に 改善 した。また，癆 血，便秘 が あ り下瘢 血丸を併

用 し，倦怠感 が 強 い と きに は 主 方 を大防風湯か ら茯苓四

逆 湯に 変更 し経過 観 察 して い た。

　1997年 10月 7 日関節痛が 増悪した た め 主方を烏頭湯

に変更 した と こ ろ （烏頭 の 量は 4．5g で変更な し）， 10月
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11 日 内服 1 時 閔 後 に 眼 の か す み と咽 喉部拘扼感 が 出現

し，3回嘔 吐 した 。 心拍数は 60／分 に 血圧 は 90mmHg に

低下 した た め，血管を確保 し心電図 をモ ＝ ター
し経過を

観察 した。特に 加療 しな か っ た が 改善し た。

2 ．附子中毒の検討

【対象】　 1995年 n 月か ら 1998年 10 月 ま で の 3 年間に

Table　I　Underlying　dlsease　Qf　subjec しs

腰 痛症

関節痛

慢性 関 節 リウマ チ

耳鼻手斗疾．t．

中 枢神 経 系疾 患

廊婦入科疾患

消化 管 器 疾 患

皮膚疾患

冷 え症

癌

泌 尿 器疾 患

呼吸器疾患

61182075561910744433322111 易疲労感

肩 こ り

うつ 状態

自律神経失調

循 環器 疾患

膠原病

糖尿病

頚椎症

頭 痛

腎疾患

脱 毛

特発性浮腫

95433112744311111111

Rheumatoid　arthritis 　was 　separa しed　fr（，m 　collagen 　disease，

諏訪中央病院
・
東洋医学 セ ン ター

を受診 し，附子 を含 ん

だ方斉IJを投与した 748 例 （男 性 207例，女性 541 例）を

対象と した。平均年齢 は 56．5± 18．0 （S．D．）歳 で投与回数

は炮附子 10453回，白河 附子 765回，鳥頭 5160 回 の 計

16378回で あ っ た。

　主 な 基礎疾患は腰痛 ， 変形性膝関節症，慢性関節 リウ

マ チで痛み の 軽減を目的に 附子 を用 い た （Table　I）。附

子は 1 日当た り0．3g か ら 14．Og の 範囲 で 用 い
， 平均投

与量は 1．9± 1．4 （S．D，）g で あっ た。用い た 方剤 は孤苓四

逆湯が 88例 で 最 も多く，
つ い で 防已 黄耆湯加附子，真 武

湯 の 順 で あ っ た （Table　II）。

3 ．煎じ器の違い によるア コ ニ チ ン 類含有量 の検討

　±瓶の 場合は烏頭 5g を 1000　ml の 蒸留水に 入れ，600
ワ ッ トの 電熱 器 で 煎じ，市販の 煎 じ器 で は 300ml の 蒸留

水 に鳥頭 5g を入 れ，ふ た を した ま ま の 状態 で 230 ワ ッ

トで煎じた。い ずれ も煎 じ初 め て 35分後，90分後 の ア コ

ニ チ ン 量を高速液体 クロ マ トグラ フ ィ
…

で 測定 した。ま

た ， 烏頭 5g の ア コ ニ チ ン 含有 量は 北 川 らの 方法
2）

で メ

タ ノ
ー

ル 抽出し測定 した。これ らの 実 験 は 3 回行 い その

平均値 を算出 した。また，沸騰す る まで の 時間 もあわせ

Table　II　Rate　Qf　Kampo　prescriptien

茯苓四逆 湯
｛．Fu・・L｛ng −Si−Ni．Tang｝

防巳黄耆湯加附 子
CFang．Yi一正luarlg−Qi　Tange −Jia　Fu−Zi）
真武湯
（Zhen　Wu −Tang ｝

ノL味｝也黄）IL米
’
十

〔Ba．NVei−Di−Huang −Wan −Liao）
桂枝 加 苓 朮附 湯

〔Gui　Zhi．Jia−Ling−Zhu−Fu−Tang 〕

当帰筍薬散加附 子
〔Dang 　Gui−Shao−Yao 　 San．Jia−Fu−Zi）
苓 妾朮 iNh・一加附子
｛Ling−Jiang　Zh し1

−Gan−Tung　Jia　Fu−Zi｝
ぢ薬 甘 草附子 湯
［Shao−Yao ．Gan ．Chao −Fu．Zi　Tang ）

帰蓍建 中湯加附子
〔Gui−Qi−Jian−Zhong −Tang −Jia　Fu−Zi｝
補中益気揚加附 f−
〔Bu −Zhong −Yi−Qi　 Tang−Jia−Fu　Zi）

桂姜棗 草黄辛・附 湯

〔Gui
−Jiang　Zao −Cao−HuanR 　Zill．Fu−Tang ）

麻黄 附
．
｝黜 辛湯

〔Ma −Huang 　Fu　Z1−Xi−Xin−Tang ：1

附子理 中湯
（Fu−Zi　Li　Zhong −Tang ）

赤 丸料

〔Chi−Wan 　Liao〕

柴胡桂枝乾姜湯加附子
CChai−Hu ．Gui−Zhi−Gan ．Jiang−Tang −Jia　Fu−Zi｝

8884828138373326LteLte181814111D　　　当帰 四逆加 呉茱萸 生 姜揚加 附 e　　　　　　　　　 g
（Dang −Gui−Si．Ni−Jia−Wu．Zhu−Yu−Sheng−Jiang−Tang 　Jia−Fu−Zi）
　　　桂枝二 越婢

一
揚加附子　　　　　　　　　　　　　 9

　　　 CGui−Zhi　Er−Yue．Bi　Yi−Tange −Jia−Fu　Zi！

　　　憙苡附 F敗 醤 散 　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　 〔Yi−Yi　Fu．．Zi−Bai−Jiang　Sa 【i）

　　　四逆 湯 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8
　　 　 〔Si−Ni−Tang）

　　　括呂罌麦丸，括 呂瞿 麦丸料　　　　　　　　　　　　　7
　　 　 〔Gua ．．Lou −Qu−Mai　Wan ），LGua　Lou−Qu−Mai − lal

コ
ーLiao）

　　　大防風 湯　　　　　　　　　　　　　　　　　 7
　　 　 〔Da −Fang−Feng−Tang｝

　　　葛根加 朮附湯 　　　　　　　　　　　　　　　 6
　　　 〔Ge　Gen　Jia−Zhu．Fu −Tang ）

　　　小続命湯　　　　　　　　　　　　　　　　　 5
　　 　 （Z｛ao 　Xu −Min9 −Tang〕

　　　
ノ亅、青竜孛昜力降附

．r−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　 〔Xiao −Qing−Long −Tang −Jia　Fu−Zi）
　　　桂枝 ttJ薬知母 湯 　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　 　 1Gui−Zhi−ShaQ　 Yao−Zhi−Mu 　 Tang ｝

　　　 甘．草附子湯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　 （Gan−Cao　Fu −Zi−Tang ）

　　　越重卑力冂〕tU咐拿易　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　 　 〔Yue −Pi−Jia　Zhu−Fu−Tang）
　　 　 烏頭 湯　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5
　　 　 〔Wu −Tou−Tang ）

　　　通脈 四逆湯　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　 　 〔Tong −Mai −Si　Ni．Tang ：1

　　　 卜全大 補湯加附 子　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　 　 〔Shi−Quan−Da −Bu−Tang．．Jia−Fu−Zi＞

Three　cases 　 or 　Iess　 were 　omitted ．
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て検討 した。

結 果

　 附子の 副作用 は 男性 8人，女性 25 人の 計 33 例 （54．6±
14．6歳）に み られ た。中毒量 は 0．7〜6．Og で 平均 2．8±

1，8g で あ っ た （Table　llI）。
　 Fig．2 に 附子中毒量 の ヒ ス

トグ ラム を示す。9例 は 1g 以 下で 発症 して お り，こ れ ら

は 附子の 適応で は なか っ た 可能性が ある。また ， 18例に

6g 以．L用 い 2 例 に 附子 中毒が み られ た が，6g で 副作用

が み られない 場合 は ， 最高 14g 用 い て も有害反応 は お き

な か っ た 。た だ し， 6g で 十 分な効果 が 得 られない 場合 ，

増罩：して も症状 を改善する こ とはなか っ た。

　副作用 は，炮附子 で 16例，白河 附子で 1例，烏頭 で 16

例 に み られた 。症状 は ， 舌あ る い は 口 唇周囲の しび れ 10

例，動悸 5例，胸部か ら心窩部に か けて の 不快感 5例 ，
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　boiling　with 　Dobin （土瓶）and 　Senziki〔市販 の 煎 じ器：1．
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Fig．2 　Number　of　Aconitine　poisoning．　A 　cross 　axle 　repre ・
　sent 　amount 　of 　Aconiti　Tuber．

身体動揺感 3例 ， 頭痛 3例，血 圧 上昇 3例，悪心 ・嘔 吐

3例，不眠 2例，眼が か すむ感じ 2例，顔の こ わ ば 01 例，
足 底 の 違和感 1例 ， 頻 尿 1例，頬部が ピ リ ピ リする感じ

1例 ， 不整脈 1例 で あ っ た （Table　III）。こ れらの 症状は

附子 の 減量あるい は 中止 に よ り改善 した。

　副 作用 をお こす要 因 と して，煎 じ時間の 不足（症例 1），
方剤 の 変更 2例 ［茯苓四逆湯か ら八 味地黄丸料 へ 変更

（和漢医薬学雑誌 1998 年 3号 で 報告
1〕
），大防風湯か ら

烏頭 湯へ 変更 （症例 3）］， 季節要因 （気候 の 温暖化 に伴 い

発症）4例，煎じ器の 変史 1例 （症例 2）が あっ た。

　土 瓶 で 煎じた 方が 沸騰 まで の 時間が 短 く （Fig．3）ア コ

ニ チ ン 類 含 有量 は 35分 ，
90 分 の い ずれ も少な か っ た

（Fig．4）。 メサ コ ニ チン とア コ ニ チ ン は，35分 と 90分 で

あま り差が な か っ た が ，ヒ ポ コ ニ チ ン は 35分 に 較べ 90
分 で半 量 以 下 に減 少 した （Fig．4）。

（tem ）

100

80

60

40

20

）

Flg．3　Temperature　ef　 decoction　after 　 bQiling．　 Closed
　⊂ ircle　and 　square 　represent 　the　Dobin （土 瓶）and 　Senziki
　〔市販 の 煎 じ器〉，respectively ．

考 察

　附子 の 使用 法は
一
般 に 厥冷 の 強い 場合は炮附子を，疼

痛が 強 い 場合 は鳥頭 を使 うの が よい とされ て い る。当院

で は まず炮附子 を 用 い ，効 果が 不十分 な場合は，白河 附

子や烏頭に 変更 して い る。

　今回の 検討 で最 も多くみ られ た 副作用 は，舌あ る い は

口 唇周囲の しびれ で ， 炮 附 子 2例，白河 附子 1 例，烏頭

7例 で ある。各附子の 副作用 中，舌あるい は 口 唇周囲の し

び れ の 占め る割合 は，炮附子 ユ3％，白河附子 100％，烏

頭 44％で あ り，白河附 子 や烏頭 は しび れをお こ す頻度が

高い
n 初診時 に 口 唇周囲の しび れ など有害反応 と して 頻

度の 高い もの を強調 して 服薬指導して お けば，症 例 1 の
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Age 　Sex

　　　　　Table　III　Patient　characteristics　of　aconitine 　poisonlng

　　　　　　Dose　 Qf 　Aconitine
Bushi　　　　 peisoning　　　Treatment　　　　　　　　　　OutcomeUnderlying 　disease

654178695428626452315463694133506753736956816859335849515056383058FFFMFFMFFFMFMFFFFFFFFFFFFFFMMFFMM　　　　Uzu

　　　　Uzu

　　HQU−bushi

　　　　Uzu
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　　　　Uzu
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　　Hou−bushi
　　　　 UZU

　　HOu ．bushi

　　　　 UZU

　　　　Uzu
Shirakawa−bushi

　　　　 Uzu

　　　　 UZU

　　　　　UZU

　　Hou−bushi
　　　　　UZU

　　Hou　 bushi
　　 Hou −bushi

　　Hou 　bushi

　　　　　Uzu

　　　　　Uzu
　　 Hou 　bushi

　　 Ilou−bushi

　　 Hou −bushi

　　 IIQU−bushi

　　 Hou−bushi
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　　　Hou −bushi
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Explanatien　of　taking

Bo｛1　 with 　Debin

Reduce　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Stop　the　Bushi

StQp　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Change しo　Shirakawa−bushi

Stop　the　Bushi
Reduce　the　Bushi

Reduce　 the 　Bushi

Reduce　the　Bushi

Stop　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Explanation　of 　taking

Stop　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Reduce　the　Bushi
Stop　the　Bushi

Stop　the　Bushi
Reduce　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Reduce 　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Stop　the　Bushi

Reduce　the　Bushi

Change　to　Hou −bushi

StQp　the　Bushi

Stop　the　Bushi

騾

驪
驪
器

擺
嬲
嬲

難
睇

驪
擺
罷
驪

Rheumatoid　arthritis

Intervertebral　disk　herniation

Rheumatoid　 arthritis

IschiasRheumatoid

　 arthritis

Rheumatoid　 arthritis

Rheumatoid　arthritis

Arthrosis

Osteoarthritis
Cervical　spondylosis

Rheumatoid　 arthritis

Rheumatoid　 arthritis

PrQstatic　cancer

Bronchial　 athma

Depression

Rheumatoid　 arthritis

Osteoarthritis

Rheumatoid　 arthritis

Low 　bach　pain

Osteoarthritis
Rheumatoid　 arthritis

Low 　bach　pain
Osteoarthritis

Chronic　hepatitis

MalaisePost

　herpetic　neuralgia

Rheumatoid 　 arthritis

Decubitus　u 】cer

Rheumatoid 　 arthritis

Depilatton

Fee［ing　of 　coldness

Atopic　dermatitis

Cervical　spondylDsis

夕方 の 服用は 防げた は ず で ある。また，口 唇周囲の し び

れは 患者が 訴えな い こ とも多い の で，附 子 を用 い る場合

に は積極的に 問診する こ とが 重要で あ る 。

　今回，附
．
了
・1g 以下 で 9 例 に 副作用 が み られ た。こ の

うち 3例 は 虚 寒 の 症 候 は な く誤 治 に よ り有害反応を引き

起 こ した可能性を否定で きない
。 しか し， 残りの 6例 は

附子の 適応用件は備え て い た。こ の ように ，

一
定 の 割合

で 附 子 に過 敏 な症 例 は 存在 す るの で 少 量か ら開始 しなけ

れ ば な ら な い 。また 6g で十分な効果 が得 られ な い 場合，

こ れ以 ヒ増量 して も症状 を改善するこ とはなか っ た。こ

の よ うな場合，今田屋 は 煎 じる時間を短縮 する とよ い こ

とが あ る と報告 して い る1） しか し， こ れ を外来診 療 で行

うに は あ ま りに危険で あ り， 附子 を 6g 用 い て も無効な

ときは，他薬 を併用す るか 処方 を変更す る こ とな ど を考

慮 した方が よい と思われ る。

　　附子の 量 は変 えなくと も方剤 を変更す る こ とに より，

中毒症状 を来すもの が あ っ た。傷寒論 で は，附子は通常

炮 じる が，厥陰病 に 陥る ような危険な状態 で は 乾姜を配

合 し生 で用 い る ように指示されて い る。また ，湯液 の PH

により抽出されるアル カ ロ イ ドの 総量 が規定されるとい
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Priscriptien Symptoms

帰 嘗建中湯加 附子 （Gui−Qi−Jian−Zhong −Tang −Jia−Fu−Zi）
赤丸料，茯苓四逆湯 〔Chi−Wan −Liao，　Fu−Ling−Si−Ni・・Tang ）

烏頭 湯（Wu −Tou −Tang）

牛 車 腎気 丸料 （Niu−Che−Shen−Qi−Wan −Liao）
防巳黄脅湯加 附 子 （Fang−Yi−Huang −Qi−Tange −Jia−Fu−Zi）
桂 枝 加朮 附湯 （Gui−Zhi−Jia−Ling−Zhu −Fu−Tang）

桂枝加朮附湯 （Gui−Zhi−Jia−Ling−Zhu −Fu−Tang ）

防 巳黄耆湯加附子（Fang −Yi−Huang −Qi−Tange−Jia−Fu−Zi）
防 巳黄耆湯加附 子 （Fang −Yi−Huang −Qi−Tange −Jia−Fu−Zi）
茯 苓四逆 湯 （Fu ．Ling−Si−Ni−Tang ）

防巳黄耆湯加 附子 （Fang−Yi−Huang−Qi−Tange −Jia−Fu−Zi＞
防 已 黄書湯加附子 （Fang−Yi−Huang −Qi−Tange −Jia−Fu−Zi）
帰脾湯加附子 〔Gui−Pi−Tang−Jia・．Fu−Zi）
赤 丸料 （Chi−Wan −Liao）

赤丸料，茯苓四 逆 湯 〔Chi−Wan−Liao，　Fu−Ling−Si−Ni−Tang ）

桂 技芍 薬知 母湯 （Gui−Zhi−Shao −Yao −Zhi−Mu −Tang）

防 己黄耆湯加 附 子 〔Fang −Yi−Huang−Qi−Tange −Jia−Fu−Zi）
鳥頭 湯 〔Wu −Tou−Tang ）

防 巳黄 蓍湯加附 ∫（Fang −Yi．Huang−Qi−Tange −Jia−Fu−Zi）
牛 車腎気 丸料（Niu−Che−Shen−Qi−Wan −Liao）

補中益気湯加附 子 （Bu −Zhong 　Yi−Qi−Tang−Jia．Fu−Zi〕
八 味地 黄 丸合 人参 湯〔Ba−Wei −Di−Huang−Wan −Uao −Ren−Shen・Tang）

防巳黄耆湯加附子 〔Fang −Yi−Huang −Qi−Tange−Jia−Fu−Zi）
補 中益気湯加 附 子 〔Bu−Zhong −Yi−Qi−Tang ．．Jia−Fu−Zi）

茯苓四 逆湯 （Fu
−Ling　Si−Ni−Tang ）

桂枝加苓朮 附 湯 （Gui−Zhi−Jia−Ling−Zhu−Fu−Tang ）

茯 苓 四逆 湯 （Fu−Ling−Si−Ni−Tang ）

帰耆建 中湯加 附子 （Gui−Qi−Jian−Zhong −Tang −Jia　Fu−Zi）
防 巳黄耆湯加 附 ∫冥Fang −Yi　Huang −Qi−Tange−Jia−Fu−ZD

paresthesia　of　the　mouth 　and 　tongue，　nausea

paresthesia　of　the　mouth 　and 　tongue

paresthesia　of　the　mouth 　and 　tongue，　dimness　of　sight ，　chest 　djscomfort

wrongness 　of 　the　 so ｝e

dizzinessparesthesia

　of　the　mouth 　and 　tongue

dizzinesschest

　discomfort

paresthesia　of　the　mouth 　and 　tongue

nauseanauseaparesthesia

　of　the　mouth 　and 　tongue ，　clouding 　of　consciousness

paresthesia　of　the　mouth 　and 　tongue ，　palpitation
paresthesia　of　the　rDouth 　and 　tQngue

palpitation

epigastric 　discomfort

headachepins

　and 　needles 　of　the　face，　insomnia

dimness　of　sjght，　palpitation
dizzinessheadacheparesthesia

　of　the　mouth 　and 　tongue ，　chest 　oppression ，　arrhythmja

precordial　oppression

lnsornnlahypertension

hypertension，　headache

hypertension

paresthesia　of 　the　 mouth 　 and 　tongue

epigastric 　discomfort

柴胡桂枝乾 姜湯 加 附 子 ｛Chai−Hu−Gui　Zhi−Gan−Jiang−Tang−Jia−Fu−Zi〕 palpitation，　pollakiuria
茯苓四 逆 湯（Fu

−Ling．　Si　Ni−Tang ）

真武湯 〔Zhen−Wu 　Ta   ｝

茯苓 四 逆湯 （Fu　Ling−Si−Ni．Tang ）

pa］pitation

insomniastiffness

　of　the　face

う報告 もあ り114｝
組 み合 わ せ る生薬 に よ リア コ ニ チ ン 濃

度が 変化す る こ とに 注意すべ きで あ る。他方，4例 は 気候

の 変化 に よ り中毒症状 を 示 し た と考えられた 。気温が 低

下する冬 は 附子を増量す る と同様に，温暖化す る春先に

は 附子の 減量を考慮す る必要が あ る。症例 2 は 土 瓶 で煎

じるこ とに より口 唇周囲 の しび れ が 消失 した。市販 の 煎

じ器は沸騰点 に達す る ま で に より多くの 時間を要 し，沸

騰す る と電源が 切れ る ようマ イ コ ン 制御 され て い る た

め，総ア ル カ ロ イ ドが 高 くな りや す い （Fig．4）。烏頭 は

こ れまで，炮附子や白河附子よワ長 く煎じるべ き と され

て きた。今回 の 検討か ら，長時閊煎 じ る こ とは ヒ ポ コ ニ

チ ン の 加水分解に 有用 で あ る こ と が 示 唆さ れ た （Fig．
4）。

　先に 田中は ， 附子 を含む 生 薬を内服中の 320例に 聞 き

取 り調査 を行 い
， 半数以上は指導通 りに 煎 じて お らず，

また 烏頭 ， 附子 が ど の ような生薬か 理解 して い な い こ と

も多い と報告 して い る1） 当院で は こ の 点 を踏 まえ，初診

時に 服薬指導を厳 重 に行 っ た。しか し， 症例 1の ように

規定 の 時間煎 じない こ とに よる副作用 を発生 させ て し

まっ た。附子を処方す る場合は，薬理作用は もち ろ ん の
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こ と副作用 や今回明 らか とな っ た季節要因，煎 じ器 に よ

るア ル カ ロ イ ドの 変動など踏み 込ん だ服薬指導が大切 で

ある 。

　附子 は有用な生薬で あるが，その 使用に は 細心 の 注意

が 必要 で あ る。中国の 先哲が 植物 の 中で最 も毒性 の 強い

ア ル カ ロ イ ドを， 加熱処 理 に よ り有用 な薬物 に変 え た の

と同様， 我々 も更 に検討 を加え安全な附子 の 使用 に努め

て い きた い 。

〔付 記〕

　煎 じ器 の 違 い に よる ア コ ニ チン 類含有量の 検討は 田中

宣充が施行 した 。こ の 烏頭 は，今 回 通 院患者 で検討 した

もの と産地が 異なる。

　今 回用 い た附子 の 集散地 とア コ ニ チ ン 系 ア ル カ ロ イ ド

の 含有量の 平均値。

　炮附子 （四川省）：ア コ ニ チ ン （0，  Ol ％），
メ サ コ ニ チ

ン （0．002％），ヒポ コ ニ チ ン （0．002％）。

　白河 附 子 （群 馬 県）：ア コ ニ チン （0，001 ％），メ サ コ ニ

チン （0．003％），ヒ t コ ニ チ ン （0．010％）、

　鳥頭 （群馬県）：ア コ ニ チン （0，071％），メサ コ ニ チ ン

（O．196％），ヒポ コ ニ チ ン （0，065 ％）。
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